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名 にんじん

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
黒葉枯病 発病初期から10日間隔の薬剤散布。 輪作を実施する。肥料切れしないように注意す

る。

キリムシ類 加害初期の毒餌処理。

トウガ 加害初期の薬剤散布。

作物名 だいこん

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
軟腐病 播種25～30日後以降の薬剤散布。 多窒素栽培を避ける。抵抗性品種を選択する。

タネバエ 播種時の薬剤播溝施用。 有機質肥料の施用を避ける。未熟有機質は十
分分解してから播種する。

ｽｼﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ 播種時の薬剤播溝施用。 幼虫被害は、発芽3週間以降から発生する。

ナガ 移植時の苗床かん注、粒剤施用。薬
剤散布。

合成ピレスロイド、IGR剤では抵抗性個体群が確
認されている。

トウガ 加害初期の薬剤散布。 コナガとの同時防除。老令幼虫は薬剤に対する
抵抗性が大きくなる。

ブラムシ類 播種時の薬剤播溝施用。薬剤散布。
光反射性フィルムを用いたマルチ栽

光反射マルチの効果は、は種後30日前後で低
下してくる。

作物名 キャベツ

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
病 結球初期からの薬剤散布。 ほ場の排水をよくし、連作を避ける。

菌核病 結球初期からの薬剤散布。

コナガ 移植時の苗床かん注、粒剤施用。薬
剤散布。

合成ピレスロイド、IGR剤では抵抗性個体群が確
認されている。

シロチョ 薬剤散布。 コナガとの同時防除。

トウガ 加害初期の薬剤散布。 コナガとの同時防除。老令幼虫は薬剤に対する
抵抗性が大きくなる。

ブラムシ類 発生初期の薬剤散布。 通常はコナガ等との同時防除。多発時には食葉
性害虫とは別に薬剤を選択する。

作物名 かぼちゃ

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
どんこ病 薬剤散布。 茎葉の繁茂を避けるため、多肥・密植栽培を避

ける。
ワタアブラム 発生初期からの薬剤散布。

作物名 アスパラガス

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
病 収穫終了時および養成畑の薬剤散

布。
地上部枯ちょう後の茎葉は、地際から低刈りして
処分する。

茎枯病 収穫終了時および養成畑の薬剤散
布。

地上部枯ちょう後の茎葉は、地際から低刈りして
処分する。

クビボソハム 薬剤散布。 春季の成虫だけでなく、収穫打ち切り後の幼虫
防除も行う。

ヨトウガ 発生初期の薬剤散布。
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 作物名 スイートコーン

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
アブラムシ類 雄穂抽出期以降の薬剤散布。

アワノメイガ ７月中旬～８月中旬の薬剤散布。 晩秋あるいは翌春に茎部を処分して
越年幼虫密度の低減を図る。

作物名 さやいんげん

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
立枯病 播種前の薬剤種子粉衣。

灰色かび病 開花始後の薬剤散布。 連作や多肥栽培を避ける。

さび病 ７月上旬～８月中旬の薬剤散布。

タネバエ 播種前の薬剤種子粉衣。播種時に粒
剤を播き溝施用する。

有機物は前年秋に施用する。当年春
の未熟有機物施用を避ける。

ハダニ類 発生初期の薬剤散布。

アザミウマ類 発生初期の薬剤散布。

アブラムシ類 播種時の播溝施用。発芽後の薬剤散
布。

春季が高温ぎみに経過した場合には、
有翅虫が早・多飛来するので注意す

作物名 ねぎ

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
さび病 発生初期からの薬剤散布。

べと病 発生初期からの薬剤散布。 前年多発ほ場では予防散布を実施す
る。

黒斑病 発生初期からの薬剤散布。

タマネギバエ 定植時粒剤施用。 有機物は前年秋に施用する。当年春
の未熟有機物施用を避ける。

ネギアザミウマ 発生初期からの薬剤散布。
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② 施設野菜 

 施設栽培においては、土盛りやビニール被覆により、適正な土壌水分管理が実施されれ

ば、排水不良に起因する病害虫多発の危険は回避される。施設野菜においても、適正な輪作

を行うことは基本である。同一作物を連作すれば、メロンのつる割病など土壌病害の多発を招

くので注意が必要である。 

 以下に、各種作物の常発病害虫について、その対応法を示す。 



作物名 トマト

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
灰色かび病 薬剤散布・くん煙処理。密植を避け、

換気をよくする。被害葉・被害果を除
去する。

ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ系剤、ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ剤耐性
菌が確認されているので、ローテーション散布を実施する。

葉かび病 薬剤散布。 密植を避け、加湿にならないよう灌水・換気に注意する。抵
抗性品種を栽培する。

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗ
ﾐ

薬剤散布。 前作物の栽培終了後、茎葉と雑草を完全に除去する。コナ
ジラミの寄生していない苗を移植する。

アブラムシ
類

植付時粒剤処理。薬剤散布。発生初
期のくん煙処理。

ナミハダニ 発生初期の薬剤散布。

アザミウマ類 薬剤散布。 前作物の栽培終了後、茎葉と雑草を完全に除去する。寄
生していない苗を移植する。

作物名 ほうれんそう

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
べと病 生育初期の薬剤散布。抵抗性品種を

栽培する。
夜間の多湿条件は発病を助長する。

萎凋病 は種前の土壌消毒。紫外線除去フィ
ルムを被覆に用いる。太陽熱利用によ
る土壌消毒。

コナダニ は種前の薬剤の土壌混和。２葉期頃
の薬剤散布。

収穫後、ほ場に取り残しや残さを残さないようていねいに取
り除く。

ヨトウガ 発生初期の薬剤散布。

作物名 メロン

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
半身萎凋病 定植前の土壌処理。 病原菌密度を低下させた上で、抵抗性品種・台木を用いる

ことが望ましい。

斑点細菌病 ７月下旬～８月下旬の薬剤散布。

うどんこ病 ７月上旬～８月下旬の薬剤散布。

つる割病 定植前の土壌消毒。 長期連作を前提とした栽培体系を改める。抵抗性品種・台
木の利用、太陽熱処理などを含む総合的な対策を講じる。

つる枯病 ６月上旬～８月下旬の薬剤散布。

アブラムシ
類

植付時の粒剤施用。発生初期からの
薬剤散布。

ハダニ類 発生初期からの薬剤散布。

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 植付時の粒剤施用。発生初期からの
薬剤散布。

ウリノメイガ 発生初期からの薬剤散布。

作物名 ピーマン

項　　　目 実施のポイント 備　　　　　　考
灰色かび病 薬剤散布。被害果を除去する。 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ系剤、ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ剤耐性

菌が確認されているので、ローテーション散布を実施する。
菌核病 薬剤散布。

うどんこ病 薬剤散布。

ハダニ類 薬剤散布。

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 発生初期からの薬剤散布。 アザミウマの寄生していない苗を移植する。冬季にビニー
ルを除去し、ミカンキイロアザミウマの定着を阻止する。

アブラムシ
類

定植時粒剤施用。発生初期からの薬
剤散布。

ウイルス病を伝搬するので、防除を徹底する。
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